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ご挨拶
かけがえのない地球を守るために私たちができること

•私たちは、30年かけて「⽣命の碧い星
(The BlueStar of Life)プロジェクト」
を、草の根運動として進めてきました。

•1995年、国連創⽴50周年を記念して、砥
部焼の大壺「⽣命の碧い星」を制作し、
国連欧州本部（スイス）に寄贈しました。
2015年にはJ.F.ケネディーセンター(ア
メリカ)にも寄贈しました。

•「⽣命の碧い星(TBSL) 」は、全世界の
⼈々へ、⼀つのかけがえのない地球を護
らなければという強いメッセージを発信
するための事業です。
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•私たちは「⽣命の碧い星」を、地球
市⺠として⾃覚と誇りを持って地球
の平和と環境保護を訴え、実践する
「意志」を持って制作しました。

•私たちは国際的観点からグローバル
⼈材の育成を⽬指しており、寄贈後
の継続活動として、時代を担う⻘少
年がお互いに学び合い、交流するこ
とで様々な気づきを得る機会を提供
しています。

•⼀⼈でも多くの⽅にお⼒添えをいた
だき、世界平和へのメッセージを発
信していければと存じます。

NGO TBSL代表理事 松崎修明
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「⽣命の碧い星」プロジェクトの歩み
実施年 実施内容

1990年 ⽩潟八洲彦氏、青年海外協力隊の体験を表現した「白い地球儀」を制作

1993年 東京サミットに「⽩い地球儀」を展示（ホテルニューオータニ）

1994年 「生命の碧い星」を国連に寄贈することが決定

1995年 「⽣命の碧い星」の寄贈＆第１回「国連創⽴50周年記念事業」式典を開催

2000年 第2回「国連創⽴55周年記念事業」式典を開催

2005年 第3回「国連創⽴60周年記念事業」式典を開催

2010年 第4回「国連創⽴65周年記念事業」式典を開催

2015年 「⽣命の碧い星」をアメリカ「国⽴⼤統領記念館」に寄贈＆式典を開催

2015年 第5回「国連創⽴70周年記念事業」式典を開催

2017年 JFK⽣誕１００周年記念式典を開催

2020年 第6回「国連創⽴75周年記念事業」式典を計画も、コロナ禍により延期

2022年 第6回「国連創⽴75周年記念事業」式典を計画も、改修工事のため中止

2025年 第7回「国連創⽴75&80周年記念事業」式典を開催予定
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⽩い地球儀「⽣命の星」を設置
1993年のG7東京サミット開催時に、当時の柳⾕健介JICA総裁、及び末次
⼀郎・⻘年協⼒隊を育てる会副会⻑両⽒の尽⼒により、G7プレス会議場ホ
テル・ロビーに⽩い地球儀「⽣命の星」が設置されました。この⽩磁器は、
⽩潟⼋洲彦⽒が「世界平和とかけがえのないクリーンな地球を守りたい」と
の祈りを具現化するために完成した壺です。

⻘年海外協⼒隊訓練所に展⽰されている
「⽩い地球(⽣命の星)」(2013年11⽉撮影)

４



「⽣命の碧い星」の制作者
「⽣命の碧い星」は⻘年海外協⼒隊の経験を持つ国指定伝統⼯芸⼠・⽩潟
⼋洲彦⽒に制作を依頼しました。砥部がもつ陶⽯を最⼤限活⽤して⽣まれる
美しい砥部焼。森羅万象に対する深い愛を持つ、現代の名⼯・⽩潟⽒の⼿に
よって「⽣命の碧い星」は制作されました。

白潟 八洲彦（しらかた やすひこ）
国指定伝統工芸士
◇生年月日 昭和14年5月26日
◇所在地 愛媛県伊予郡砥部町五本松 37番地
◇創業 昭和 45年5月「八瑞（はちずい）窯」開窯
◇略歴
●砥部焼窯元にて修行
●青年海外協力隊員として活動
●「砥部焼磁器創業 200年祭」にて大物作り開眼
●日本伝統工芸展入選
●砥部焼史上最大の大壺制作
●愛媛県展にて美術大賞受賞、会員となる
●天皇陛下大嘗祭献上品制作
●東京サミット展示の砥部焼地球儀制作
●松山空港へ砥部焼モニュメント「三美神」制作
●地球を象った「生命の碧い星」を制作、国連及び米国に寄贈
●愛媛県無形文化財保持者に認定 ５



「⽣命の碧い星」の制作
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「⽣命の碧い星」のUN寄贈
1995年の国連創立50周年を記念して、愛媛県砥部町が国連
欧州本部への「⽣命の碧い星」寄贈を計画。

国連からの受諾書（平成7年7月7日）

関係者・協力者（肩書は当時）

黒河内久美氏
（衆議院外務調査室長・Geneva軍縮会議大使）

黒河内康氏
（青年海外協力隊事務局長・スイス大使）

末次一郎氏
（青年海外協力隊を育てる会副会長・新樹会主宰）

旭英昭氏
（外務省国連行政課長・東ティモール大使）
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砥部焼の「生命の碧い星」を国連欧州本部に贈ることを紹介した新聞記事
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愛子内親王殿下へ「猪と仲良しの鳩」を献上

白潟八洲彦氏が制作した
「猪と仲良しの鳩」を手交

2006年12月25日
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1995年10⽉20⽇、国連創立50周年を記念して、愛媛県砥部町が国連欧
州本部へ砥部焼きの⼤壺「⽣命の碧い星」を寄贈しました。

寄贈式典には砥部町から7名の代表団が出席しました。⻘年海外協⼒隊54
か国の駐在隊員より寄贈された小⽯を納めました。

第1回「国連創⽴50周年記念事業」

左から在ジュネ―ヴ国際機関日本政府代表部内藤
公使、一人おいて、ペテロフスキー欧州本部長

小石を納める大内町長と白潟氏
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第2回「国連創⽴55周年記念事業」

2000年、砥部町の人々を中軸に各地より心ある人を募り、新たなる代表
団を編成。団⻑は⽥中昭典⽒（元砥部町議⻑）。40名の代表団が国連欧
州本部を訪問し、小⽯の「⽣命の碧い星」への追加納入などの式典を行
いました。
6⽉15⽇、国連欧州本部にて式典を開催。
6⽉14⽇、「⽇本文化の夕べ」を開催。（参加者130人）

右から、田中昭典団長、黒河内康氏、白潟八洲彦氏
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第3回「国連創⽴60周年記念事業」

2002年に「⽣命の碧い星」実行委員会を発足。

2005年10⽉24⽇、国連欧州本部を訪問して式典を開催、⽇本の小中高校
⽣７名とソロモンから来た中学校教師のハドソン・カラエダ⽒が、英語
でスピーチを行いました。団⻑は黒河内康⽒（元スイス⼤使）

国連欧州本部⻑セルゲイ・オルジョニキーゼ⽒、及び在ジュネーヴ国際
機関⽇本政府代表部の藤崎⼀郎⼤使もご臨席いただき、13ヶ国から集め
られた29個の小⽯と⽇本国元総理⼤臣8名の関係者からあずかった小⽯、
広島・⻑崎の原爆瓦を「⽣命の碧い星」の中に納めました。
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第4回「国連創⽴65周年記念事業」

これまでは⽇本国内中心の国際交流事業でしたが、国連創立65周年は、
海外の⻘少年も参加する式典を開催しました。団⻑は苅⽥吉夫⽒。

出発前⽇に首相官邸を表敬訪問し、福山哲郎内閣官房副⻑官より激励を
いただきました。

2010年10⽉25⽇、国連欧州本部のロビーにて、⽇本、中国、韓国、モン
ゴル、フィリピン、米国の6カ国の⻘少年8名による平和と環境のための
スピーチと小⽯を納めるセレモニーを行いました。
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第5回「国連創⽴70周年記念事業」

国連創立70周年を記念し、⽇本人学⽣3名とアジアを中心とする7か国
（中国、韓国、モンゴル、インドネシア、アメリカ（ハワイ）、ベトナ
ム、カンボジア）の学⽣たちが参加して、国連欧州本部やIOC本部等を
訪問。事前に⼤島理森衆議院議⻑と馳浩文部科学⼤臣を表敬しました。

2015年10⽉28⽇、8カ国の学⽣によるスピーチと小⽯を納める式典を開
催しました。リレースピーチの進行を学⽣が務めました。

学⽣の自主運営で国際文化交流パーティを企画・運営し、現地のジュ
ネーブ⼤学の学⽣とも親睦を図りました。
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左 ：愛媛新聞2015年10月27日付
右上：the Maui News (Hawaii, USA)
右下：The magazine from Indonesia

第5回「国連創⽴70周年記念事業」
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国際連合欧州本部（ジュネーブ）
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アルプスの少女
ハイジの里

（第3回TBSL訪問団）
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日米和親条約160周年記念事業

1854年3⽉31⽇に神奈川村で「⽇米和親条約」が締結しました。2014年
は160周年でした。⽇米の⻘少年同⼠の友好のシンボルとして、新たに
「⽣命の碧い星」を制作して、米国への寄贈しました。

寄贈先は、ワシントンDCの「舞台芸術のためのジョン・F・ケネディ・
センター（The John F. Kennedy Center for the Performing Arts）」に
なりました。

2015年5⽉29⽇（ケネディ⼤統領の誕⽣⽇）、⽇本5名と米国6名の学⽣
が主体となってに寄贈式典を開催しました。
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2015年5月29日、日米和親条約160周年及
び戦後70周年を記念して、米国のJohn F. 
Kennedy Center for the Performing Artsに
砥部焼大壺地球儀「The Blue Star of 
Life」を寄贈

ケネディーセンター館長
に目録を手交

19
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ＪＦケネディ大統領 生誕100周年記念事業

2017年10⽉31⽇、ＪＦケネディ⼤統領⽣誕100周年を記念して、ジョ
ン・F・ケネディ・センターで記念式典を開催しました。

「⽣命の碧い星」の前で、⽇米学⽣がスピーチをして、世界平和や地球
環境保護の推進をアピールしました。

次世代交流としてワシントンDCで米国高校⽣8名と意見交換会を行いま
した。また、ニューヨークではコロンビア⼤学の学⽣7名と交流の時間を
設け、両国の相互理解と友好関係づくりの機会としました。

コロンビア大学にてジョン・F・ケネディ・センターで式典
20



願いを込めて石（意志）をTBSLに納める
世界の国際貢献者へのNGOからの要請として

第1回UN式典、大内町長と白潟氏（1995年） 第4回UN式典、本写真がUN図書館に記録

第5回UN式典、学生が進行役も担う 米国への寄贈式典でも石を献納（2015年5月29日）

22
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第1回式典では世界
54ヶ国の小石を献納

第3回式典では元総理大

臣関係者の小石と、広
島・長崎の被爆瓦を献納

TBSL事業の意義（石の力)
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⚫ 2024年のノーベル平和賞は、日本原水爆被害者
団体協議会（日本被団協）が受賞しました。

⚫ 2005年の第3回「国連創立60周年記念式典」で
は、日本被団協からの要請により、「高校生1

万人署名キャンペーン」メンバーから選ばれた、
長崎市出身で活水高等学校2年生の滝川理紗さ
んが参加しました。

⚫ 滝川さんは、式典のスピーチで「高校生1万人
署名キャンペーン」の取組みを紹介するととも
に、日本被団協から預かった広島と長崎の被爆
瓦を「生命の碧い星」の中に納め、世界平和を
祈願しました。

⚫ 日本被団協は、47都道府県のそれぞれにある被
爆者（広島・長崎で原爆の被害を受けた被害者
の生存者）の団体の協議会で、被爆者の唯一の
全国組織です。全人類的な視野にたった核兵器
廃絶を訴え続けています。

祝
ノーベル
平和賞受賞
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滝川理紗さん（活水高等学校2年）のスピーチ

I am an ordinary high school student living in peaceful surroundings. But there is one 

thing that distinguishes me from the rest of students. I was born in the atom-bombed city 

of Nagasaki.

Do you know Nagasaki peace messengers and 10,000 High School Students Signature 

Campaign”?  The campaign dates back to the time in 1998 when, after the test explosion 

of nuclear devices in India and Pakistan, a Nagasaki Civic Organization started 

dispatching high school students, naming them “Nagasaki High School Peace Messengers” 

to convey the messages from the atom-bombed Nagasaki to the United Nations. Three 

years afterward, the batch of high school Ambassadors, on their return from the visit to 

the U.N., hatched an idea to launch a campaign to collect 10,000 signatures condemning 

nuclear bombs from high school students. It was 5 years ago that the “Campaign 10,000 

Students Signatures” got formally launched. In 2001, the multiple simultaneous terrorist 

attacks in the U.S. opened up a new vista for the campaign to engage itself in other than 

atomic bomb abolition. 

By continuing our campaign, we could promote understanding and sympathy from the 

people of Nagasaki, entire Japan, and all countries of the world, that is where the greatest 

meaning lies. 60years have passed since the advent of A-bomb victims hibakusha. That 

single A-bomb inflicted deep scars in the hearts of “hibakusha” who today live painfully 

still with various after-effects of A-bomb explosion. Yet at least we can try to understand 

and commiserate with those who still suffer. That is the reason why we are convinced that 

there shouldn’t be any more sites of nuclear explosion. That is the meaning of why I was 

born in Nagasaki. That is the mission given me and that is the ideal that I strive for, viz. 

the realization of a peaceful world where nuclear bombs are eradicated. 24



セルゲイ・オルジョニキーゼ・国際連合欧州本部長の挨拶 （抜粋）

Ladies and Gentlemen:

As we celebrate the United Nations 60th anniversary, we recognize that the

founding Member States values; to uphold the dignity of human life and secure

peace and development remain valid and important today, as they were six decades

ago. Today, we face new global threats and challenges, which cannot be addressed

independently of one another. Environmental sustainability is one of these

challenges highlighted in the Millennium Development Goals where at the recent

UN Summit, leaders reiterated their commitment to take concrete actions.

The commitment to achieve our global objectives cannot be reached individually,

but through strengthened partnership and collective action of all actors within the

international community. This reality is symbolized in the pebbles representing the

191 Member States in today’s ceremony, and serves to remind us, that great

achievements result from adding-up the littly deeds people can offer through

peaceful means.

Ladies and Gentlemen:

As ‘The Blue Star of Life’ continues to grace this foyer in years to come, we

believe that its message of peace will be communicated through bold decisions in

this institution. And, we promise to treasure and safeguard it along with the values

that it holds.

Thank you.

25



注：この俳句に季語はありませんが、私はこの句から平和を願う作者の希望や新た
な決意を感じます。そこで新年の季語を配し、句の大きさを味わってみました。平
和という言葉を使わずに平和な風景を読者の心に描き出すのが、日本語俳句の特徴
です。（夏井いつき）

Mr. Herman Van Rompuy
※外務省EU俳句名誉親善大使。松山市特別名誉市民。
ＥＵ議長の時に松山市訪問、松山城で一句詠む。

Who looks at the sun
At the sea, at the stars
Loves peace

大いなる
陽 海 星愛で
地は静か

（翻訳 川島多加子）

初空や
陽と海と凪ぎ
星もまた

（意訳 夏井いつき）

ＴＢＳＬの経緯「俳句による文化交流」
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「国連創⽴75&80周年記念事業」に向けて

UN Geneva ChamberLobby Washington,D.C The Kennedy Center
28

• コロナ禍と国連欧州本部の改築により開催が延期となり、2025年に国
連欧州本部にて、「第7回UN創立75&80周年記念式典」を実施予定

• 平和の祭典として2021年に開催された東京オリンピック・パラリン
ピックを記念して新しい陶板を作成し、設置の除幕式を実施

• 世界平和と地球環境保護をテーマに、青少年メンバーがスピーチ
• 国際機関を視察、より一層の国際交流＆相互理解＆自己研鑽の機会

27



2025 project…

元国連高等弁務官故緒方貞子さんの遺志を継ぐ記
念式典を開催予定

学生たちが主体となり、UN（Geneva）の地球儀（TBSL）の
前に設置した第4番目の陶板の除幕式を行う。

女性有識者によるミニ・フォーラム“SADAKO Will”を開催
し、緒方さんが目指した世界平和への思いを共有する。

第4番目の陶板の除幕式
＆

ミニ・フォーラム“SADAKO Will”
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第4番目の陶板
緒方貞子氏 For peace and stability all over the world.
バッハ会長 The Olympic Games always build bridges,

uniting all humankind in peace and solidarity.
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Reiwa project｢七つの海と茶碗の物語｣
新しい時代の幕開けを寿ぐ

初春令月 気淑風和
梅披鏡前之粉 蘭薫琲後之香

初春の令月にして、気淑く風和ぎ
梅は鏡前の粉を披き、蘭は琲後の香を薫らす

『万葉集』 巻五 「梅花の歌三十二首并に序」

⚫ TBSL Projectは、UN欧州本部より外務省に公電を
受けた平成７年７月７日を起点

⚫ 「７７７」という数字を目標にした事業を展開
30



TBSL流おもてなしの提案

The Kennedy Centerでも茶の湯の御点前(2017年)

茶の湯の美学（日本文化の集合体）

亭主と客が一服の茶を介して一期一会の心を通わせること
一座建立…茶の湯における主人と客の一体感を表す言葉

平和の哲学・・・戦国時代の武士も茶室には刀を持ち込まず
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◆REIWA 茶の湯プロジェクトでは、7名の作陶者が2組の茶
碗を作陶する。

◆作品に込める意志は、TBSLの基本理念である「世界平和
と地球環境保護」とする。

◆本プロジェクトのテーマは、「一衣帯水（７つの大海
名）」と「白寿（鵬・鶴）を紡ぐ」。

◆作陶した2組の茶碗のうちの1つは国際機関に寄贈する。

◆もう1つは、各地でTBSL 「茶の湯」を実施。一服のおも
てなしとともに、「世界平和と地球環境保護」を考える
場を設けていく。

REIWA 茶の湯プロジェクト
世界平和と地球環境保護のために
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TBSLが目指す世界観の発信
一服の茶に世界平和の想いを込めて

• 世界平和の願いを込め、世界の７つの⼤海をモチー
フにした茶碗を制作するプロジェクト。

• ７⼈の陶芸家がそれぞれの世界観を⼀碗に込める。
• 茶の湯の⼀服の底に（天の川）を感じる作品（茶

碗）をそれぞれの思いで作陶する。
• それぞれの茶碗に銘を⽰し、粘土に砥部焼の磁器使
⽤（⼀部）して作陶した。茶の湯の精神を広範する
運動〜物語〜DNAを引き継ぐ。

南極 北極 太平洋 大西洋 インド洋 地中海 オセアニア海
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Star７:七つの大海をモチーフにした作陶
平和を願う七つの海と七つの茶碗の物語

◆一番星：地球を支える根の位置にある「南極海」を、白潟
八洲彦氏が砥部焼で表現。

◆二番星：地球を包む天井の位置にある「北極海」を、日本
で修業したAnnette Lindenberg氏がくり抜き技法で表現。

◆三番星：最大の海である「太平洋」を、日本の中世六古窯
を代表し、木村宏造氏が備前焼で表現。

◆四番星：内海である「地中海」の魅力を、瀬戸内海に面し
た高松「理平焼」の紀太理平氏が表現。

◆五番星：海のシルクロードと呼ばれた「インド洋」を、古
都京都「紅村窯」の林侑子氏が京焼・清水焼で表現。

◆六番星：南北につながる「大西洋」を、イギリス留学の経
験もある三輪華子氏が萩焼で表現。

◆七番星：海面上昇の心配がある小島嶼国家の多い「オセア
ニア海」を、「小川窯」の小川哲央氏が表現。 34



七つの御茶碗

白潟八洲彦作
砥部焼「南極海」

H7.0 W13.0

木村宏造作
備前焼「太平洋」

H6.3 W11.7

紀太理平作
理平焼「地中海」

H7.5 W12.4
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七つの御茶碗

林侑子作
京焼・清水焼「インド洋」

H5.4 W12.7

三輪華子作
萩焼「大西洋」
H8.4 W15.2

小川哲央作
小川窯「オセアニア海」

H7.5 W12.5
36



Annette Lindenberg 作
Kurinuki Ceramic「北極海」
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バッハ会長の箱書
七つの茶碗の木箱に、IOCトーマス・バッハ会長より「Strong Together」
の箱書きをしていただいた。
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～7个茶碗的制作～
世界和平·地球环境保护和健康到白寿
白寿的意思是祝贺99岁长寿。
白鹏的意思是一度展开翅膀飞翔万里。
白鹤的意思是：鹤是吉祥的象征，表达了
长寿之意。

～7个流程～
1．平成7年7月7日（是收到联合国承诺的
日子）
2．7位陶艺家（第二星是从世界募集来
的）
3．7个茶碗都给了题词。
4．7颗星和海（一衣带水）的题词
5．令和元年同【万叶集】的梅花有关，梅
是砥部町的町花，梅是梅园（7折）的地名。
6．皇族有7位（6位）来到过底部町（2017
年）
7．链接7的联合
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～7가지다양한찻사발(다완 :茶碗)제작～
<세계 평화와 지구 환경보호 그리고 백수까지 장
수염원>
백수(白壽・하쿠쥬)의의미 <99세장수를축하>
백봉(白鵬・하쿠호)의 의미 <한 번 날면 구만리
를 난다는 말에서 붕새처럼 먼 곳을 향해 날개를
펴라는뜻으로쓰임>
백학(白鶴・하쿠쓰루)의 의미 <학은 전설적인 길
조(吉兆)로장식공예품에사용됨>

～7가지 씨실과날실～
1．1995년 7월 7일(유엔(UN)의 승인 공식 지정
의날)
2．7인의도예가(제2의신인작가발굴국제공모)
3．7가지찻사발에이름(銘)을부여
4．7개의 별과 바다(일의대수＝一衣帯水: 한 줄
기 띠와 같이 좁은 냇물이나 강이라는 뜻) 이름으
로함.
5．새 연호 레이와(令和) 원년 일본 최고시가집
《만요슈(万葉集)》에 나오는 매화의 노래와 관
련하여 달항아리를 만든 에히메현 도베정(愛媛県
砥部町)의 꽃인 매화는 나나오레바이엔(七折梅園
)의지명이다.
6．2017년 황족 7명(6명)이 도베정을 방문한 바
있음.
7．7가지요소가하나로어우러짐.

～The Making of 7 Tea Bowls～
Prayers for World Peace/Global Environment
Protection & Healthy Life Until “Hakju”
Meaning of “Hakju” – Japanese Celebration of 99
Years of Longevity
Meaning of “Hakuhō” - The Saying of “One Travels
A Great Distance Once Its Wings Are Spread”
based on the mythological bird “Peng” (Hō)
Meaning of “Hakutsuru” - “Crane” (Tsuru) as a
Symbol of Blessing/Fortune and Longevity

～The 7 Gatherings～
1．July 7th 1995 (7th Year of Heisei) {777} - The
Date TBSL Received Approval from the United
Nations to donate a Porcelain Globe to Mark the
50th Anniversary of the Founding of the UN
2．The 7 Potters - Accepting application for the
creator of the “Second Star” from across the world
3．The Gift of 7 Tea Bowls (Inscription)
4 ． Motto to Promote A Close Relationship
Between the 7 Stars/Seas
5．The “Ume Flower (Baika)” from “Manyoushu”
(origin of the name of the era “Reiwa”) - the Tobe
Town’s signature flower is “Ume” and one of its
districts, “Nanaore” (using the kanji character 7), is
famous for its “Ume Garden”
6．7(6) Members of the Japanese Royal Family has
visited the Tobe Town as of 2017
7．The Corporation of the 7 Connections 43



TBSLオリジナルの世界地図を作成

442017年11月の来日時に、ドナルド･トランプ大統領に手交



隈研吾委員「恩賜賞･日本芸術院賞」受賞
お祝いの会＆TBSL2025事前報告会

TBSL委員として本プロジェクトを応援いただいている隈研吾氏が
「恩賜賞･日本芸術院賞」を受賞されました。2024年11月13日

（水）、受賞のお祝いとTBSL2025の事前報告会を開催しました。
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一般社団法人生命の碧い星（代表理事：松﨑修明）

〒101-0031 東京都千代田区東神田1-7-10 KIビル3F

電話：03-5823-4190 FAX：03-5823-4191

eメール：info@bluestar-un.com

ホームぺージ：http://www.bluestar-un.com/

地球環境保護と平和への誓いを永遠に
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